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第６回 1999年（平成11年） 学生の学力の現状分析と FD 推進
第７回 2000年（平成12年） FD 推進の事例－教育方法の工夫・研究
第８回 2001年（平成13年） FD 推進について－学生生活実態調査結果を中心に－
第９回 2002年（平成14年） FD 推進の取り組みの現状と今後について
第10回 2003年（平成15年） さらなる FD 推進をめざして
第11回 2004年（平成16年） 特色ある大学・短期大学部教育へのチャレンジ
第12回 2005年（平成17年） 新ファカルティ・ディベロップメントへの取り組み
第13回 2006年（平成18年） 新 FD の更なる推進
第14回 2007年（平成19年） FD 推進のための教育環境の整備
第15回 2008年（平成20年） FD が大学・短期大学部を変える























































































































































































































































































































































































組みが FD として見なされるが，FD 活動そのもの
を実施するのは教員である。それぞれの教員が授業
を工夫し，学生がしっかりと学ぶ姿を見たり，自ら
の授業がうまくいったと思ったりすれば教員の教授
活動についての自己効力は高まる。その結果，次の
工夫につながり，教員個人の授業する力が高まり，
さらに良い授業となる好循環になれば，教育の質は
上がるだろう。つまり，教員１人１人が問題意識を
持って，少しずつでも授業を改善を試みることがで
きる時間と環境が欠かせない。今後，「教育の中村」
として選ばれ続ける大学であるためには，FD 活動
の実質化の具体的方策の立案と実施が強く求められ
野　上　俊　一・木　下　和　也・太　田　英　明・清　水　　　誠
213
る。
文　　献
　経済産業省（2006）．社会人基礎力に関する研究会－
「中間取りまとめ」－
文部科学省（2008）．幼稚園教育要領
中央教育審議会（2008）．学士課程教育の構築に向けて
（審議のまとめ）
中央教育審議会（2008）．幼稚園，小学校，中学校，高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善につい
て（答申）
　中央教育審議会（2012）．新たな未来を築くための大
学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考
える力を育成する大学へ～（答申）
　安永悟（2012）．活動性を高める授業作り－協同学習
のすすめ　医学書院
本学における主体的な学びを促す取り組み
